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風景街道　登録証

風
景
街
道
の
し
く
み
を
活
用
し

唐
津
街
道
む
な
か
た
の
魅
力
を

日
本
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
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【風景街道パートナーシップ】

地域住民 NPO

町内会・自治会 企業 大学関係者

警察 地方公共団体 その他

活動に応じて必要な組織

道路の管理者

　
「
唐
津
街
道
　
む
な
か
た
」
は
、
宗
像
市

を
通
る
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
旧
唐
津
街

道
」
の
ル
ー
ト
で
、
こ
こ
に
は
２
つ
の
昔
な

が
ら
の
な
つ
か
し
い
ま
ち
な
み
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
一
つ
は
、
辻
井
戸
や
造
り
酒
屋
を
始
め
と

す
る
大
き
な
商
家
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
の

建
物 

が
多
く
残
る
、
筑
前
二
十
一
宿
の
ひ
と

つ
「
赤
間
宿
」
。
も
う
一
つ
は
、
ま
ち
に
溢

れ
る
緑
と
昔
な
が
ら
の
民
家
が
美
し
く
調
和

す
る
い
や
し
の
風
景
が
広
が
る
「
原
町
」
。

　
ど
ち
ら
も
美
術
や
工
芸
が
盛
ん
で
、
個
人

美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
街
道
沿
い
で
営
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
歴
史
的
ま
ち
な
み
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
灯
ろ
う
の
設
置
、

道
路
の
美
装
化
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
原

町
で
は
街
道
沿
い
の
歴
史
的
環
境
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
住
民
が
「
ま
ち
づ

く
り
協
定
」
を
策
定
。
協
定
に
基
づ
い
た
建

物
の
修
景
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
い
く

と
と
も
に
、
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

情
報
サ
イ
ト
の
充
実
な
ど
ま
ち
の
情
報
発
信

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。
ま
た
現
在
、
唐
津
街
道
沿
道
に
お
い
て
、

地
域
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
ル
ー
ト

と
し
て
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
ル
ー
ト
の
明

確
化
、
サ
イ
ン
の
体
系
化
、
イ
ベ
ン
ト
の
共

同
開
催
な
ど
、
各
地
域
と
連
携
を
図
る
取
り

組
み
を
検
討
中
で
す
。

「唐津街道むなかた」
会　　長　　挨　　拶　

会長　時安　正明

　
唐
津
街
道
南
郷
協
議
会
と

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
地
域
づ
く
り
部
会

を
中
心
に
活
動
す
る
「
唐
津

街
道
む
な
か
た
推
進
協
議
会

」
の
取
り
組
み
、
「
ち
ょ
っ

と
よ
り
み
ち
唐
津
街
道
む
な

か
た
」
が
、
平
成
十
九
年
十

一
月
二
十
六
日
、
九
州
風
景

街
道
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

  

九
州
風
景
街
道
推
進
会
議

（
事
務
局
・
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
）
の
審
査
を

経
て
、
北
九
州
お
も
て
な
し

の
「
ゆ
っ
く
り
か
い
ど
う
」

や
玄
界
灘
風
景
街
道
な
ど
九

州
内
の
９
ル
ー
ト
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
唐
津
街
道
む
な
か
た
推
進

協
議
会
で
は
、
唐
津
街
道
赤

間
宿
と
原
町
の
昔
な
が
ら
の

街
な
み
の
保
全
や
、
情
報
発

信
、
散
策
の
し
く
み
づ
く
り

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
風
景
街
道
の
し
く

み
を
活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
一
層
充
実
、
発
展
さ
せ
て

い
く
と
と
も
に
、
全
国
に
唐

津
街
道
む
な
か
た
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
認
定
さ
れ
た
ル
ー
ト

は
、
宗
像
市
を
通
る
唐
津
街

道
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

九
州
風
景
街
道
に
登
録
さ
れ

た
ル
ー
ト
の
中
で
は
最
短
の

区
間
で
す
が
、
今
後
、
市
内

外
の
他
の
ル
ー
ト
に
拡
大
す

る
活
動
に
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

アメリカで始まったシーニックバイウェイ
日本風景街道は、1989年にアメリカで始まったシーニックバイウェイ活動に習って開始されました。
アメリカでは、景観、歴史、自然、文化、レクリエーション、考古学など６つの観点から道を含む領
域を各地域が申請し、連邦政府がルートとして指定した団体に各種援助が行われます。
各ルートは地域住民が主体となって運営しているのが特徴です。１号指定のブルーリｯジ・パークウ
ェイでは、地域の努力により多くの人々がこの道路を利用するようになり、旅行者数の増加や雇用の
創出による経済効果とともに地域の誇りを育むなど、有形・無形の多大な成果をあげています。

日本風景街道は、郷土愛を育み、日本列島の魅力・美しさを発見、創出するとともに、多様な主体による
協働のもと、景観、自然、歴史、文化等の地域資源を活かした国民的な原風景を創成する運動を促し、以
って、地域活性化・観光振興に寄与し、これにより、国土文化の再興の一助となることを目的とします。

■風景街道の運動方針 
▼ 方針1 『全国に運動を拡げること』
多くの地域が参画し全国各地に美しい風景を拡げるとともに地域コミュニティの再生を目指す運動
▼ 方針2 『多様性を確保すること』
景観、自然、歴史、文化等の地域の資源を活かし多様な風景の形成を目指す運動
▼ 方針3 『さらなる質の向上を図ること』
個性ある地域資源に磨きをかけ、そこに暮らす人々が誇りを持ち、訪れる人を魅了する、世界に対して発
信できるような質の高い風景の形成を目指す運動
▼ 方針4 『継続的な運動とすること』
一過性で終わることのない、息の長い運動

■日本風景街道のイメージ 
日本風景街道は、「地域の資源」と「活動する人たち」。そして「活動内容」、「活動の場」から構成さ
れるもので、それらを総称して「風景街道」といいます。

○推進協議会加入団体
・唐津街道南郷協議会
・赤間地区コミュニティ運営
　協議会地域づくり部会
・国土交通省九州地方整備局
　北九州国道事務所

・福岡県宗像土木事務所
・宗像市産業振興部
・宗像市市民協働部
・宗像市都市建設部
・まちなか環境計画研究所

　
平
成
二
十
年
一
月
三
十
日
、
唐
津
街
道
推
進
協

議
会
の
発
足
後
初
め
て
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
地
域

づ
く
り
部
会
、
唐
津
街
道
南
郷
協
議
会
を
は
じ
め

、
国
土
交
通
省
や
福
岡
県
宗
像
土
木
事
務
所
、
宗

像
市
が
出
席
。
歩
い
て
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
な
が

ら
、
ま
ち
の
魅
力
に
親
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　
主
な
役
員
は
▼
会
長
　
時
安
正
明
（
唐
津
街
道

南
郷
協
議
会
会
長
）
▼
副
会
長
　
梅
田
芳
徳
（
赤

間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
地
域
づ
く
り

部
会
長
）
事
務
局
は
宗
像
市
都
市
建
設
部
都
市
計

画
課
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

唐
津
街
道
む
な
か
た
推
進
協
議
会

　　　　唐津街道むなかた推進協議会は、
日本風景街道の取り組みを宗像市で推進します。

日本風景街道って何？

ちょっとよりみち  唐津街道  むなかた  は風景街道に登録されました。

KAWARABAN

九州風景街道として、９ルートが承認されました。

第１号（平成２０年４月１日号）

発　　　　　行：唐津街道むなかた推進協議会
お問い合わせ先：協議会事務局（宗像市役所都市計画課内）
　　　　　　　　TEL：0940-36-1484　FAX：0940-37-1242
　　　　　　　　mail：tosikei@city.munakata.fukuoka.jp

瓦版

■ロゴ・マークについて
「ちょっとよりみち　唐津街道　むなかた」のロゴ・マークは、宗像市原町在住の書道家・中村真里子氏の作品です。
シンボルマークは、むなかたの「む」の文字をモチーフにデザインされたもので、魅力がいっぱいの唐津街道のルート
を巡って欲しいという願いが込められています。



原
町

赤
間
宿

大穂町

自由ヶ丘

武丸

国道３号

唐津街道

鎮国寺宗像大社

道の駅むなかた

さつき松原

宗像ユリックス

グローバルアリーナ

国道495号

JR鹿児島本線

東郷駅

赤間駅

教育大前駅

N

博多駅へ

小倉駅へ
福津市へ

遠賀町へ

北九州市へ

福岡市へ

畦町宿へ

木屋瀬宿へ

芦屋宿へ

■勝屋酒造

■出光佐三生家■赤間宿のまちなみ

■さつき松原

■宗像大社

■農産物直売所かのこの里■中村兄弟美術館■原町のまちなみ

■四塚連山

１

２

３

４

平成19年度 平成20年度 平成21年度

歴史資源調査の実施
唐津街道の灯ろうの修繕、塗装替え

地域ルールの策定支援

ホームページリニューアル、活用

案内パンフレット作成

散策ルートの研究　ウォークラリーの開催

観光ボランティアの育成

協議会の開催　瓦版の発行

イベントの開催、各地域の交流会の開催

統一したサインの整備

平成22年度以降

　宗像市を通る「旧唐津街道」には２つの昔ながらのなつかしいまちな
みが残っています。一つは、辻井戸や造り酒屋を始めとする大きな商家
など、江戸時代からの建物 が多く残る、筑前２１宿の「赤間宿」。もう
一つは、まちに溢れる緑と古民家の調和が美しい、いやしの風景が広が
る「原町」。その他にも、宗像には、宗像大社をはじめとする歴史資源
や、さつき松原などの自然資源があります。

　
宗
像
市
の
旧
唐
津
街

道
に
は
、
田
園
風
景
に

囲
ま
れ
た
昔
な
が
ら
の

ま
ち
な
み
が
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
歴

史
を
偲
ば
せ
る
多
く
の

史
跡
や
、
ま
ち
に
溢
れ

る
緑
と
古
民
家
が
美
し

く
調
和
す
る
い
や
し
の

風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
の
要
所

と
し
て
多
く
の
人
々
が

行
き
交
い
、
旧
来
よ
り

周
辺
地
域
の
交
通
、
文

化
、
経
済
の
中
心
軸
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
に
お

い
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
で
あ
る

と
と
も
に
、
観
光
、
教

育
、
農
産
物
直
売
な
ど

多
様
な
交
流
を
促
し
育

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
昔
な
が
ら

の
ま
ち
な
み
空
間
と
ギ

ャ
ラ
リ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
地
域
活
動
を
組

み
合
わ
せ
て
、
歩
い
て

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
な

が
ら
ま
ち
の
魅
力
に
親

し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
、
地

域
と
行
政
の
協
働
で
日

本
風
景
街
道
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

■
活
動
目
的

「唐津街道　むなかた」活動計画

１
　
ま
ち
な
み
の
保
全
活
動

　
旧
唐
津
街
道
に
残
る
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
た
昔
な
が

ら
の
ま
ち
な
み
を
、
将
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
た
、
地
域
ル
ー
ル
の
策
定
、
古
民
家
の
活
用
方
法

の
提
案
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
形
成
な
ど
、
多
面
的
な
ま
ち
な

み
の
保
全
活
動

○
歴
史
資
源
調
査
の
実
施

○
唐
津
街
道
の
灯
ろ
う
の
修
繕
、
塗
装
替
え

○
地
域
ル
ー
ル
の
策
定
支
援

２
　
情
報
発
信

　
地
域
の
魅
力
が
一
般
に
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
情
報
サ
イ
ト
の

充
実
な
ど
、
散
策
し
な
が
ら
ま
ち
の
魅
力
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
、
旧
唐
津
街
道
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
た
め
の
情

報
発
信

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

○
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

３
　
散
策
の
し
く
み
づ
く
り

　
街
道
本
来
の
、
人
が
歩
い
て
行
き
交
う
場
の
再
生
を

目
指
し
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
設
置
、
通
過
交
通
対

策
な
ど
、
来
訪
者
が
安
心
し
て
楽
し
く
旧
街
道
を
散
策

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

○
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

○
散
策
ル
ー
ト
の
研
究

○
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催

４
　
活
動
の
連
携
と
展
開

　
現
在
、
地
域
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
ル
ー
ト

と
し
て
繋
げ
て
い
く
た
め
、
サ
イ
ン
の
統
一
化
、
イ
ベ

ン
ト
の
共
同
開
催
な
ど
、
各
地
域
間
の
連
携
を
深
め
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み

○
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

○
団
体
相
互
の
交
流
紙
と
な
る
瓦
版
の
発
行

○
協
議
会
の
開
催

○
地
域
の
交
流
会
の
開
催

○
統
一
し
た
サ
イ
ン
の
整
備

■
今
後
の
取
り
組
み

（
全
体
計
画
）


